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頁 行 誤 五

P. 2 2行 遺構構図面 遺構図面
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P. 8 22行 反乱 m濫

P. 8 刊行 反乱 t巴濫



序

安中市は、群馬県西毛地域のほぽ中心、浅間山、妙義山の裾野に位置します。市の中央には、

西から東へ碓氷川が流れ、北から九十九川が合流しています。これらの川に沿って緑豊かな田園

風景が広がっています。今回発掘調査を行った九十九川地区は、この九十九川に北側から合流し

ている後関川との合流地点及びその下流約1.5kmの九十九川左岸地帯です。

今回の調査では、九十九川沿岸地区遺跡群のうち、深町遺跡、広川遺跡の 2遺跡が確認でき、

調査しました。これらの遺跡では浅間のB軽石 (1108年)下の水固と、溝が確認できました。

発掘調査は、このような遺跡の様子を後世の人々に伝えてゆくために記録保存の措置を講ずる

ものです。

こうした埋蔵文化財は、かけがえのない郷土の遺産であります。今後とも、市民の皆様にも郷

土の歴史に接していただげるよう、社会教育、学校教育の場で広く活用を図り、文化財愛護の精

神の普及に努めてゆく所存であります。

終わりに、発掘調査に御協力していただいた地元の皆様や、調査に従事していただ、いた大勢の

方々にはこの場をかり厚く御礼を申し上げたいと存じます。

平成 4年 3月

安中市教育委員会

教育長山中誠次



一一一一口伊リ

本書は高崎市土地改良事務所が実施した平成 2年度県営圃場整備事業九十九川地区の埋蔵文1 

化財発掘調査報告書である。

平成 2年に調査を実施した遺跡は、深町遺跡(略称A -3)、広川遺跡(略称A -4)、であ

る。

2 

発掘調査及び遺物整理は平成 2年度・平成 3年度文化財保存国庫補助金、県費補助金により

実施した。

3 

発掘調査は平成 2年度に実施し、遺物整理は平成 2年度と平成 3年度に実施した。4 

発掘調査は安中市教育委員会社会教育課文化財係主事千田茂雄が行った。5 

発掘調査組織6 

安中市教育委員会事務局

上原満雄(平成 3年 4月退職)

栄渋谷

社会教育部長

中島茂弥(平成 3年 4月転出)社会教育課長

多胡泰宏

森泉寿義雄(平成 3年 4月転出)文化財係長

洋(平成 3年 8月退職)吉田

山中けい子査、王

大工原豊事主

千田茂雄(担当)事、王

小黒勝明事、王

本書の編集、執筆は千田が行った。なお、付編「深町遺跡、広川I遺跡におげるプラントオパー7 

ル分析」は(有)古環境研究所に委託した。

遺構の写真撮影は千田が行い、航空写真は(有)青高館に委託して行った。8 

遺構の実測及びトレース作成は、千田茂雄、下マスエ、金井武司、和田宏子、氏家芳子、古

立真理子が行った。

9 

調査区の国家座標取付及び¥測量基準杭の設置は(株)大成測量に委託して実施した。10 

今回の調査における記録、出土遺物は安中市教育委員会が保管している。11 

調査に当たり地元の方々に様々な面で御協力いただきました。厚くお礼申し上げます。

発掘調査及び遺物整理従事者は次のとおりである。(敬称略)

12 

13 



井坂ふさ江稲塚しづ江氏家芳子金井武司小林かず子小林ケサオ佐藤健佐藤琴

子下マスエ神宮幸四郎神宮秀岳鈴木八郎反町徹武井きよ子武井通子田島一雄

田中久子戸塚 大志郎長岡政江原因せっ子古立真理子松原鬼長矢野久雄山田一夫

山田和弘音沢道子和田宏子

凡 例

1 広川遺跡全体図の縮尺は 1/160である。

2 土層説明中での記号、略称は次の通りである。

色調<:より明るい方向を示す(例 1< 2 1より 2の方が明るい)

しまり、粘性 (QJ:あり、 0:ゃゃあり、ム:あまりない、 x なし

混入物 (QJ:大量、 0:多量、f"...:少量、*若干、 x なし、

As-A:浅間A軽石、 As-B:浅間B軽石、鉄分:鉄分の沈着
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I 調査に至る経過

昭和63年 1月高崎土地改良事務所より、県営圃場整備事業九十九JII地区に係る埋蔵文化財の取

扱に関する協議を行いたいとの申し出が、安中市教育委員会にあった。該当地域は現在も水田耕

作を行っている場所であり、平安時代の水田跡が存在する可能性の高い場所であるため、その旨

を高崎土地改良事務所に伝達した。その後高崎土地改良事務所と市教育委員会の間で再三にわた

り文化財保護のための協議を行った。

しかし、土地改良事業は地域の農業振興にとって不可欠であること、地元地権者の要望も大き

いことから、事業を実施することが決定した。そのため、安中市教育委員会では、事業実施によ

り埋蔵文化財に影響を受ける部分について、発掘調査を実施し、記録保存の措置を講ずることに

なった。平成元年度につづいて 2年目の調査となった。

II 調査の方法と経過

まず平成 2年度の土地改良事業実施区域は大きく 2カ所に分かれるため西側をA区、東側をB

区とし、 A区、 B区共に調査区全体の範囲に100mX100mの大グリッドと、 4mX4mの小グリッ

ドを併用してグリッドを設定した。グリッドの呼称は北西隅を基点として北から南へアルフアベ

トでA、B、c-..y、西から東へ算用数字で 1、 2、3…と 4進法 (m)で呼ぶことにした。そ

して、南北方向はアノレファベットの先頭にし 2、3・・と算用数字を付けて、 100mでアルフアペッ

トが一巡するようにし、 Aのラインを大グリッドのラインとした。また、東西方向は25n十 1(n二

O、 1、2、 3)のラインを大グリッドのラインとした。

グリッドの方向は調査の効率化を計るため、 A区、 B区共に土地改良事業の道路予定線に直行

するようにした。

なお、 A区は平成元年度のB区の続きになるため、 B区の続きのグリッドを使用した。

そして、座標値は国家座標に取り付けた。 B区 3A-1はXニ 36798.031、Y二 87355.626で

ある。

発掘調査は道路水路部分に沿って実施し、遺構が確認された部分で切り土等で遺構に影響を及

ぽす恐れのある部分については、拡張して調査を行った。

発掘作業はまず¥調査ライン測量を行い、ラインに沿いパックホーにより試掘を行い、遺構の

確認できた部分を拡張して表土掘削、遺構確認、遺構精査、遺構写真撮影、遺構平面図、土層堆

1 



積図作成の順で行った。

整理作業は、遺構構図面の整理・素図作成、トレース、各種台l模作成、写真整理を行った。

発掘調査は平成 2年7月10日から平成 2年12月26日まで実施した。また、整理作業は平成 2年

11月12日から平成 3年 3月20日までの聞と、平成 3年12月2日から平成 4年3月20日までの間断

続的に実施した。

III 遺跡の地理的・歴史的環境

九十九川沿岸遺跡群は群馬県安中市の上後関、中後関、下後関を流れる九十九川及び後関川I流

域に存在する。九十九川は、群馬県松井田町細野の仙ヶ滝に源を発し、安中、松井田の行政区分

付近で松井田町土増田より流れる増田}I!と合流し、安中に入り碓氷}I!と平行して流れ安中市中宿

付近で碓氷川!と合流する。後閑}J!は松井田町との行政区分近くの上後閑柿平に源を発し、中後閑

で九十九川に合流する。九十九日|、後関川流域は現在も水田耕作が盛んな地域である。また、両

河川共に、最近までかなりの反乱河川であったようである。今回調査を実施した深町遺跡、広川

遺跡は、この後閑}J!と九十九川の合流地点から下流域に存在する。

次に周辺の遺跡を概観すると、同じ平安時代のB軽石下の水田遺構としては平成元年度圃場整

備対象地域内の三反田遺跡、如来堂遺跡がある。この他、安中市において水田遺構が確認されて

いる遺跡として磯部の田中田・久保田遺跡(9 )がある。平安時代のB軽石下の水田で、馬の足

跡が確認されている。また、後閑川の九十九川との合流地点右岸の丘陵に後関城牡(3 )が存在

する。この後閑域は梯郭式を基調とする山城で、嘉吉、文安の頃 (1445年頃)信州の依田内匠頭

忠政により築城された。その後、北条政時、新田景純と城主が変わり、天正10年、武田滅亡後、

松井田城代津田勝正によって落城、天正18年、北条氏滅亡と同時に廃域となった。この他、九十

九川右岸の崖線上、八肥川とにはさまれた丘陵上には榎木畑遺跡(8 )が存在する。この遺跡は

縄文時代前期から中期及び¥平安時代の集落遺跡である。また、この八肥川と九十九川が合流す

る手前の舌状台地先端部には杉名薬師遺跡(7)がある。この遺跡は弥生時代、古墳時代の集落

遺跡で、弥生時代の住居は全てが大形の住居杜で、古墳時代の住居祉はそのほとんどが火災住居

という興味深い遺跡である。そしてこの遺跡から西約 1kmの所に嶺・下原遺跡(6 )がある。こ

の遺跡は古墳時代~平安時代にかけての集落遺跡である。(第 1図)

- 2 



第 l図 九十九川沿岸遺跡群位置図
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第 2図遺跡位置図 (1: 20，000) 
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第3図 深町遺跡調査区設定図
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第 4図広川遺跡調査区設定図
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W 層序

深町遺跡、広)[[遺跡の基本層序は第5図のとおりである。今回の遺跡は低地の水田遺構のため、

安中市内の他の丘陵上の遺跡と層序は合致しない。以下に各層の特徴について述べることにする。

I層 黒褐色土層 浅間A軽石を多量に混入する。現在の水田耕作土。鉄分の沈着が多量あ

り、しまり、粘性は共に強い。

II層 暗灰褐色土層浅間A軽石を多量に混入する。現在の耕作土に比べ灰色が強い、鉄分の

沈着が多量にある水田土壌で、しまり、粘性共にある。

III層灰褐色軽 石層浅間B軽石 (As-B : 1108年)の純層。

N層暗灰褐色土層遺構確認面、鉄分の沈着が多く、しまり、粘性共にある。

。

II 

1m 

W 

第5図基本層序柱状図
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V 遺 跡 各説

1 深町遺跡

(1) 遺跡の概要(第 3図)

今回の調査区内のA区が深町遺跡である。道水路予定部分にトレンチを入れて確認を行ったが、

遺構の確認はできなかった。しかし浅間B軽石が部分的に確認できるため、プラント・オパール

分析をおこない、浅間B軽石下の水田の有無を確認する事にした。

分析の結果、遺構の確認できなかったこれらのトレンチについても、浅間B軽石下において水

田耕作の可能性を示す良好な結果(詳細は付編参照)が得られた。その他のトレンチについては、

水害により土壌が流されてしまっていて遺構はもちろん、浅間B軽石も確認できなかった。

2 広川遺跡

(1) 遺跡の概要(第 4図)

本遺跡からは、浅間B軽石下の水田祉が検出された。 B区全体にトレンチを入れて遺構確認を

行ったが、遺構が確実に確認できたのは l-bトレンチのみで、也のトレンチから確実な遺構は

確認できなかった。 l-bトレンチで遺構が確認されたため、この部分を拡張して調査を行った。

B区は、南側に九十九川が流れており地元の古老の話では、ごく最近まで川lの反乱があったと

言うことで、かなり広い範囲にわたり水害により土が流されてしまっている。そのため遺構の確

認はむず、かしかったが、 l-bトレンチはB区の中でも一段高い部分のため遺構が残ったものと

思われる。この部分の覆土を確認すると川の反乱によって水を被っているが、土が流されるほど

ではなく、反乱による堆積土が確認できる。そのため、遺構の遺存状態は非常に良好であった。

しかし、遺構面が水を含んでいて遺構の遺存状態は良かったものの、遺構面の細かい部分の確

認は困難であった。

この他、他のトレンチについては、耕作土の下がすぐに諜層になってしまい浅間B軽石の確認

ができず、遺構の確認は不可能であった。

遺物は、全く検出されなかった。

8 



(2) 検出された遺構(第 6図)

水田跡

l-b トレンチより確認された水田跡は、土層の堆積状態を見ると、約20~30cmの厚さで浅間

B軽石、さらにその上を厚く浅間B軽石混じりの砂層に覆われているため、遺構の遺存状態は非

常に良好であった。しかし上記したように遺構面が水を含んでいたため、遺構面の細かい部分の

確認は困難であった。

水田の平面形は長方形で、調査区の面積が少ないため水田に一定の規格制の有無は、確認でき

なかった。次に水田を区画する畦であるが、多少土圧等によりつぶれた部分がみられるものの、

しっかりした形で、確認できた。また水口もはっきりと確認できた。この他、水田面には幅約60cm、

深さ約lOcmで、畦を切り水田を横切るように 1条の水路が確認できた。水路の覆土は浅間B軽石

の純層で、水田と同時期の遺構と考えられる。

次に水田面の状態は、鉄分の沈着した典型的な水田土壌で、プラント・オパール分析でも、稲

のプラント・オパー/レが高密度に検出された。また、遺構面の細かい部分の確認は困難であった

ものの、水田面には小さな凹凸と、人間の足跡と思われる凹が 2~3 確認できた。

9 
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VI ま
4
叩 と め

平成 2年度の調査地区からは、遺構として確実に確認されたのは 1カ所のみであった。平成元

年度の調査区内からは浅間B軽石下水田及び水田面に馬、かもしか、人間の足跡が明瞭に確認で

き、九十九川沿岸遺跡群lの報告書中で、水田面の状態から浅間B軽石降下;の季節について触れ

たが、今回の調査区内からは、このことに関する資料は得られなかった。その原因の lつとして

発掘調査実施の季節に大きな問題があると思われる。今回遺構の確認された部分は夏期施工の部

分のため調査は 7月頃のちょうど水の多い時期で、水路には水があふれんばかりに流れ、すぐと

なりの秋期施工の田圃には稲が植えられ水がたたえられている。そんな状況の中、試掘を入れよ

うとパックホーで掘削したとたんに現耕作土の下からどっと水が湧き、 トレンチの中に差し込

むと言う具合であった。遺構確認のできた部分についても、水は湧かないものの遺構面が非常に

水を含んでおり、パックホーでの掘削を浅間B軽石純層の上面で止め、約20~30cmの B軽石を人

力により除去しでも、 B軽石の土面に乗った時点でその下の遺構面に影響がおよんでしまうほど

であった。そのため、 B軽石を乗せたまま乾燥させようとしたところ、 B軽石がスポンジの役目

をしてしまい、水を含みいつまでも乾燥しないと言う状態になってしまった。しかたなく、細心

の注意を払いB軽石を除去し、それから遺構面を乾燥させ精査を行ったが、 B軽石の除去の時点

で遺構百にかなりの影響がおよび¥精査時点では水田面の細かい状況を確認する事が不可能で

あったO との点について今後調査時にどう対処するか、水田面の状態が良好に残っていたとして

も、このような状況下においてどう対処するか、今後の水田調査時の課題として取り組んで行き

たいと思う。
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図版-1

広川iヰ湖、全111:(束から西)

広川i立制i令以(州から米)

広川遺跡土問堆制状況



図版-2

広川追跡イ-J0t住松状況

B区卜 νンチ制削状制

B区トレンチ姻削状況



図版ー3

深町遺跡トレンチ掘削状況

作業風景



付編

安中市、九十九川沿岸遺跡群におけるプラント・オパール分析

古環境研究所

1. はじめに

この調査は、プラント・オパール分析を用いて、九十九川沿岸遺跡群の浅間Bテフラ (As-B)直下

層における稲作跡の検証および探査を試みたものである。

2.試料

試料は、遺跡の調査担当者によってフィルムケースを用いて採取されたものである。図 1に、分析試

料の採取地点を示す。なお、これらの試料はいずれも As-B層直下の遺構検出面から採取されたもの

である。

3.分析法

プラント・オパ←ルの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法(藤原， 1976) Jをもとに、次

の手I1震で行った。

(1) 試料土の絶乾 (1050C• 24時間)，仮比重測定

(2) 試料土約 1gを秤量，ガラスビーズ添加(直径約40Pffi，約0.02g) 

※電子分析天秤により 1万分の 1gの精度で秤量

(3) 電気炉灰化法による脱有機物処理

(4) 超音波による分散 (300W・42KHz・10分間)

(5) 沈底法による微粒子 (20畑以下)除去，乾燥

(6) 封入剤(オイキット)中に分散，プレパラート作成

(7) 検鏡・計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール(以下、プラント・オパールと略す)をおも

な対象とし、 400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、カガ、ラスビ一ズ個数が30∞0以上になるまで

これはほぽプレパラ←ト I枚分の精査に相当する。試料 1gあたりのガラスビーズイ回数に、計数された

プラント・オパールとガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 1g中のプラント・オパーノレ個数を求め

た。

4.分析結果

プラント・オパール分析の結果を表 1に示す。なお、稲作跡の検証および探査が主目的であるため、

同定および定量は、イネ、ヨシ属，タケ亜科，ウシクサ族(ススキやチガヤなどが含まれる)，キビ族(ヒ

エなどが含まれる)の主要な 5分類群に限定した。巻末に各分類群の顕微鏡写真を示す。

5.考察

水田跡(稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント・オパールが試料 1gあたりおよ

そ5，000個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断してい
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る。また、その層にプラント・オパーノレ密度のピークが認められれば、上層から後代のものが混入した

危険性は考えにくくなり、その層で稲作が行われていた可能性はより確実なものとなる。以上の判断基

準にもとづいて、稲作の可能性について検討を行った。

A-3区では、 As-B層直下の畦畔状遺構から採取されたNo.1~No. 4の4試料について分析を行っ

た。その結果、これらのすべてからイネのプラント・オパールが検出された。プラント・オパール密度

は平均5，800個/gと高い値で、ある。したがって、同遺構で稲作が行われていた可能性は高いと考えられ

る。

No.5地点およびNo.6地点でも、 As-B層直下の検出面から採取された試料について分析を行った。そ

の結果、いずれの試料からもイネのプラント・オパールが検出された。とのうち、 No.5地点では密度が

13，800個/gと非常に高い値である。したがって、同地点で稲作が行われていた可能性は極めて高いと

考えられる。なお、 No.6地点では密度が900個/gと低い債であることから、稲作の可能性は考えられる

ものの、他所からの混入の危険性も否定できない。

6. ま とめ

以上のように、 A-3区で検出された As-B層直下の畦畔状遺構では、イネのプラント・オパール

が多量に検出され、同遺構で稲作が行われていたことが分析的に検証された。また、 No.5地点の As-B

直下層でも稲作の可能性が認められた。
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第 1図試料採取地点

第 2図試料採取地点

安中市、九十九川沿岸遺跡群

A~3 区 As~B 下遺構検出面

試料名深さ層厚 仮比重 (籾総量) ヨシ属タケ亜科ウシクサ族キビ族

cm cm 個/g t /10 a 個/g 個/g 個/g 個/g

NO.1 l.14 6，900 900 12，900 4，900 。
N口2 l. 00 4，200 800 12，700 3，300 。
NO.3 0.97 6，300 900 10，800 4，500 。
NO.4 0.95 5.600 1，800 4，700 4，700 。

As~B 下遺構検出面

試料名深さ層厚仮比重 イネ (籾総量) ヨシ属タケ亜科ウシクサ族キピ族

cm cm 個/g t /10 a 個/g 個/g 個/g 個/g

NO.5 0.87 13.800 1，900 23，600 6，900 。
NO.6 0.80 900 7，200 21，700 3.600 。

第 1表 プラント・オパール分析結果

- 17 



Nu 1 イネ Nu 2 ヨシ凪

Nu 3 グケ亜科 No 4 不明(ウシクサ族制似)

Nu 5 不明(ウシクサ旗類似，大型) Nu 6 不明

プラント ・オパーノレの顕微鏡写真，
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